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Ⅰ．はじめに
　我が国の外国人登録者数は223万人を超え、すでに
総人口の1.75％を占めている。（法務省2016）。
　外国人住民の定住化、国際結婚の増加に伴い、20歳
代から30歳代の女性、いわゆる生産年齢人口の外国人
女性が増えている。彼女らは、妊娠、出産、子育ての
機会に、日本の医療機関や保健所などを利用し、医療
者は臨床で彼女らに出会うことも日常となってきてい
る。日本の周産期医療は世界でもトップレベルではあ
るが、それが必ずしも外国人妊産婦にとって十分だと
は限らない。なぜなら妊娠、出産、育児周辺に関して
は各国の文化的慣習が顕著に表れるが、医療サービス
は十分対応できていない現状がある（李2015）。また
外国人妊産婦の中には、日本の母子保健サービスが理
解できていなかったり、地域コミュニティとつながっ
ていなかったりといった孤立するケースも少なくない
（井上2006）。
　一方、ICM（国際助産連盟）における基本的助産業
務に必須な能力として、助産師の「文化的な能力」や
「質の高い文化的配慮のある助産ケアの提供」の習得
が挙げられている（ICM　2010）。
　今後ますます増加が見込まれる外国人女性に対して、
助産師は、様々な場面で外国人妊産婦と接する機会が
増えていくことが予測される。
　上記のことも鑑み、筆者らはA大学の助産専攻科に
おいて「在日外国人の母子保健」をテーマに授業を
行っている。そして、2012年より演習のゲストに外国
人女性を招き「外国人妊産婦とのコミュニケーション
演習」を導入している。今回は、演習の実際とその評
価について報告する。
Ⅱ．演習の内容
　A大学の助産学専攻科において、「助産とコミュニ
ティ」という科目で演習を行っている。演習の目的は、
「言語通訳が必要な対象への助産ケアの実際を学ぶ」
とし、目標は、一つ目には「コミュニケーションの種
類、方法について工夫することの必要性を理解できる
こと」、二つ目には「通訳を用いたコミュニケーショ
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ンについて学ぶことができること」としている。
　毎回の演習には、ゲストボランティアとして、医療
通訳者 1 名と日本語が十分話せないポルトガル語・ス
ペイン語を母語とする模擬妊産婦役の外国人女性 2 名
の計 3 名に参加して頂いている。
　演習の流れについては、表 1 のように、ミニ講義と、
グループ演習として、受講生は 2 グループに分かれて、
模擬妊産婦に対して妊婦健診の問診、問診票を使った
3 歳児健診、通訳者を介した問診を行う。また、外国
人女性の出産経験を聞くという内容も盛り込んでいる。
妊婦健診の問診では、ゲストの模擬妊産婦には日本語
が話せない役を演じていただき、受講生は表 2 の項目
に沿って問診を行っていく。問診後には、ゲストから
の感想を伺い、また、問診の答え合わせと、どのよう
に話すと通じるのかといった「やさしい日本語」につ
いて通訳者から説明を受ける。
　演習の時期としては、前期（春季学期） 7 週間と、
後期（秋季学期） 7 週間の助産学実習の合間となる10
月ごろに行っている。つまり受講生たちはすでに 7 週
間の助産学実習を終えており、レディネスとしても臨
床での助産実践をイメージできる状況である。　　
Ⅲ．評価方法
1 ．対象：A大学の助産学生で科目の受講生42名。
2  ．方法：データ収集期間は2013年から2015年の 4 年
間とした。授業の「振り返りシート」を受講生全員
に配布し、授業終了後に回収を求めた。シートの内
容は「これまでの外国人患者さんとの対応」と、受
講した演習の感想や気づきを記載するよう求めた。
分析として、回収した振り返りシートの記述内容を
類似性に基づき分類し、分析した。
表 1　演習内容（例）
時間 内　　　容
（30分） 講義「外国人妊産婦の現状と背景について」
（10分） ゲスト紹介と演習内容説明
（40分）
２ グループに分かれてゲスト模擬妊産婦に妊婦
健診の問診
問診後にゲストの感想を聞く
ミニ講義「やさしい日本語について」
（10分） 休憩
（50分）
通訳者を介しての 4 か月健診での問診
外国語（スペイン語）問診票を用いての 3 歳児
健診での問診
（40分） ゲストと学生との意見交換ゲスト模擬妊産婦の出産経験を聞く
終了後 振り返りシートの記載
 共通質問  　名前 ,年齢（生年月日）,国籍 ,母語 ,
　　　　　　  出生地 ,住所 ,仕事
 質問Ａ  
・仕事の連絡先 。どんな仕事ですか？
・妊娠第何週か？何週目まで仕事をするか？
・ジェノグラム（家系図）を書いてください。
・健康保険の種類
・出産育児一時金の直接払いを利用しますか？
・  出産手当の申請をしますか？会社などの特別な手当の
申請はありますか？
・  保証人または何かあったとき（緊急な帝王切開や輸血
など）に、決めてくれる人は誰ですか
・出産で不安なことはなんですか？
・  出産に立ち会ってほしい人は誰ですか？逆に立ち会っ
てほしくない人は誰ですか？
 質問Ｂ  
・在留資格は何ですか？
・妊娠第何週か？分娩予定日はいつですか？
・経産婦なら前の出産は帝王切開かどうか？
・今回の出産は帝王切開を希望するかどうか？
・妊娠中絶をしたことがあるか？ 
・アレルギーはありますか？何のアレルギーですか？
・宗教はなんですか？輸血をしてもいいですか？
・キーパーソンは誰ですか？
・出産時に望むことはなんですか？
・出産の対する思いを教えてください。
・今の体調はいかがですか ?　気になることはあります
か?
表 2　問診の内容(抜粋)
写真１．演習の様子：グループに分かれて模擬妊婦に問診
写真２．演習の様子：通訳者を介しての問診
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3  ．倫理的配慮：受講生全員に「振り返りシート」を
授業評価に用いる旨と、プライバシーの保護を説明
し、授業評価への参加は自由意志によるもので、同
意の有無と成績評価には全く関係のないことを保証
するものであることを口頭で説明した。授業評価へ
の参加の諾否については、参加の意思がある学生に
は「振り返りシート」の学生氏名の横に丸印を記載
してもらうよう求めた。
Ⅳ．結果
　受講生42名中、授業評価への参加協力の同意を得ら
れた30名（71%）を対象とした。
1 ．外国人患者へのケアの経験
　これまでに看護や助産の実習で外国人ケアの経験が
あるとした受講生は16名（53%）であった。このうち、
助産学実習で外国人妊産婦のケアに関わった受講生は
11名（69%）で、そのうち分娩介助を行った受講生は
2 名であった。
　経験内容として、ほとんどの受講生が、コミュニ
ケーションの難しさや、不安に怯える妊産婦に戸惑う、
伝わらない悔しい経験であったとしている。
2 ．外国人模擬妊産婦の演習での気づき
　日本語能力が十分でない模擬妊産婦を対象に妊婦健
診での問診をそれぞれグループで実施した。ここでの
受講生の気づきとして、 5 つのカテゴリと17のサブカ
テゴリ―に整理された。以下、カテゴリを【 】、サブ
カテゴリを〈 〉、サブカテゴリを導いた記述内容を「」
で示す。
　表 3 に示すように、【相手に安心感を与える対応】、
【相手の文化や生活背景を知って説明する】、【伝わる
説明の仕方が難しい】、【伝え方の工夫で通じ合う】、
【通じなくてもあきらめない】が抽出された。
　【相手に安心感を与える対応】は〈ゆっくり話し分
かりたいと思うこと〉、〈笑顔で安心感を与える〉、〈構
えず同じ心を持った人として接する〉などで構成され
た。記述では「わかってもらえなくて困った顔をした
ら相手は悲しくなるだろう」や「質問攻めではなく、
笑顔であなたを受け入れているという姿勢を持つこと
が大切」などがあった。
　【相手の文化や生活背景を知って説明する】では、
〈食事についてはものも考え方も異なるので進め方が
難しい〉、〈同じ言葉でも文化や制度が違う〉などが挙
げられた。記載内容では「母乳やミルクの考え方、離
乳食の内容など国によって違うので、食べ物の進め方
も難しい」、「問診票があっても、文化や制度が違うの
で安心せずしっかり説明する必要がある」があった。
　【伝わる説明の仕方が難しい】では、〈どう説明した
ら伝わるのか難しい〉、〈日本語で簡単に説明すること
の難しさ〉などで構成された。記載内容では、「先天
性代謝異常検査など、日本語でもわかりやすく説明で
きるようにしておかなければと思った」などがあった。
　【伝え方の工夫で通じ合う】では、〈優しい日本語で
話すと通じる〉、〈図や数字を書くことで通じ合った〉、
表 3　妊婦健診の問診での気づき䜹䝔䝂䝸䞊 䝃䝤䜹䝔䝂䝸䇷䜖䛳䛟䜚ヰ䛧ศ䛛䜚䛯䛔䛸ᛮ䛖䛣䛸➗㢦䛷Ᏻᚰឤ䜢୚䛘䜛⥭ᙇ䜢ゎ䛝Ᏻᚰ䛩䜛䜘䛖䛻㛵䜟䜛ᵓ䛘䛪ྠ䛨ᚰ䜢ᣢ䛳䛯ே䛸䛧䛶᥋䛩䜛䛣䛱䜙䛾ᑐᛂḟ➨䛷┦ᡭ䜢䜒䛳䛸୙Ᏻ䛻䛥䛫䜛┦ᡭ䛾ᅜ䛷䛾ฟ⏘᪉ἲ䛺䛹䛜䜟䛛䜙䛺䛔㣗஦䛻䛴䛔䛶䛿䜒䛾䜒⪃䛘᪉䜒␗䛺䜛䛾䛷㐍䜑᪉䛜㞴䛧䛔ྠ䛨ゝⴥ䛷䜒ᩥ໬䜔ไᗘ䛜㐪䛖䛹䛖ㄝ᫂䛧䛯䜙ఏ䜟䜛䛾䛛㞴䛧䛔᪥ᮏㄒ䛷⡆༢䛻ㄝ᫂䛩䜛䛣䛸䛾㞴䛧䛥ⱥㄒᅪ䛷䛺䛔䛸ⱥㄒ䛿㞴䛧䛔⪺䛝᪉䜢ᕤኵ䛧䛺䛔䛸ᅇ⟅䛜䛪䜜䜛ඃ䛧䛔᪥ᮏㄒ䛷ヰ䛩䛸㏻䛨䜛ᅗ䜔ᩘᏐ䜢᭩䛟䛣䛸䛷㏻䛨ྜ䛳䛯ᐇ㝿䛾䜒䛾䜢ぢ䜛䛸☜ᐇ䛷䛒䜛ྠ䛨䜒䛾䜢ぢ䛺䛜䜙఍ヰ䛩䜛㏻䛨䛺䛟䛶䜒䛒䛝䜙䜑䛺䛔 ゝⴥ䛜㏻䛨䛺䛟䛶䜒䛒䛝䜙䜑䛪䛻ఏ䛘䜛䛣䛸
┦ᡭ䛻Ᏻᚰឤ䜢୚䛘䜛ᑐᛂ┦ᡭ䛾ᩥ໬䜔⏕ά⫼ᬒ䜢▱䛳䛶ㄝ᫂䛩䜛ఏ䜟䜛ㄝ᫂䛾௙᪉䛜㞴䛧䛔ఏ䛘᪉䛾ᕤኵ䛷㏻䛨ྜ䛖
89助産師教育における外国人妊産婦とのコミュニケーション演習
〈同じものを見ながら会話する〉などが挙げられた。
記載内容では「『帝王切開の希望』も『おなかを切っ
て産みたいか』とかみ砕いて、手でお腹を切るような
ジェスチャーを入れて話すと通じた」や「保険の種類
は実際にモノを見せてもらうことで確実だった」など
があった。
　【通じなくてもあきらめない】は〈言葉が通じなく
てもあきらめずに伝えること〉の一つで構成された。
記載内容では「言葉が通じなくても、あいさつや説明
の内容は同じで丁寧にする必要がある」などがあった。
3 ．通訳者を介しての演習での気づき
　日常的に医療通訳もされているゲストに、問診の場
面に通訳者として参加してもらう演習を行った。表 4
に示すように、ここでの学生の気づきとしては、【安
心してコミュニケーションできる】、【正しく内容が伝
わりあう】、【対象者の様子が変わる】、【通訳者がいて
もいなくても対象者と話す】、【通訳者を見て話さない
ようにする】、【通訳者への配慮】の 6 つのカテゴリと、
18のサブカテゴリが抽出された。
　【安心してコミュニケーションできる】では、〈コ
ミュニケーションが円滑になる〉、〈意思疎通がしやす
い〉などが挙げられた。記載内容では「対象者にとっ
ては気持ちを理解してもらえる人がそばにいると安心
につながると思った」などがあった。
　【正しく内容が伝わりあう】では、〈深い内容の話し
合いができる〉、〈保健指導も理解しやすい〉が挙げら
れた。記載内容では、「せっかく言葉を伝えてくれる
人がいるからこそ、保健指導もお互いより理解しやす
い」があった。　　　
　【対象者の様子が変わる】では、〈とてもよく話す方
だったんだとわかる〉など、通訳者を介することで本
来の妊産婦の様子を知ることとなる。
　【通訳者がいてもいなくても対象者と話す】では、
〈対話する相手を意識して話す〉、〈言いたいことは相
手のほうを見て話す〉、〈対象者に伝えるという気持ち
で話す〉などで構成された。記載内容では「大事なこ
とは通訳者ではなく相手に伝えようとすることだと感
じた」や「言葉が通じなくても思いが伝わるように目
を見て話すことを意識した」があった。
　【通訳者を見て話さないようにする】では、〈通訳者
と会話してしまうことに気が付く〉などが挙げられた。
【通訳者への配慮】では、〈それぞれが座る配置を考え
て話しやすい状況を作る〉、〈言葉をかみ砕きすぎて通
訳者を混乱させた〉、〈医療に慣れていない通訳者もい
るのでわかりやすく発言する〉、〈通訳者が話しやすい
ように部分で区切って話す〉で構成された。　　　　　
4 ．演習の感想
　全体を通しての演習の感想では、【過度な配慮では
なくできることをする】、【相手の立場に立って安心さ
せたい】、【臨床で実践することへの動機につながっ
た】、【助産師としての態度を再認識した】、【自分の壁
に気が付く】、【外国人妊産婦の背景や文化を知ること
ができた】の 6 つのカテゴリと18のサブカテゴリが抽
出された。
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　【過度な配慮ではなくできることをする】では、〈外
国人だと特別扱いするのではなくできることを配慮す
る〉、〈生活する日本で使う日本語で理解することも大
切〉で構成された。記載内容では「これから日本で生
活されて行政サービスを利用されるだろうから日本語
できちんと説明して理解をすることも必要」などが
あった。また、「外国人の方だからと特別扱いして身
構えるのではなく、同じ妊婦としてその人のために何
ができるのかを考える」という記述もあった。
　【相手の立場に立って安心させたい】では、〈逃げな
いで笑顔で対応して不安を軽減したい〉、〈挨拶だけで
も母語で行い安心してもらいたい〉などで構成された。
記述では、「リラックスできる雰囲気作りが関わるう
えで重要」、「温かい雰囲気やケアはそれだけで相手に
伝わる」などがあった。
　【臨床で実践することへの動機につながった】では、
〈外国人の多い就職先なので授業の学びを役立てたい〉、
〈言葉の苦手意識から解放された〉、〈気持ちで接する
ことで通じ合えることができそう〉などで構成された。
「英語は苦手だったけれど、通じ合うことや伝える方
法がわかった」などがあった。
　【助産師としての態度を再認識した】では、〈相手を
一番に考えることは助産師としても同じ〉、〈理解され
るという喜びと安心を与える助産師になりたい〉、〈不
安な気持ちに寄り添える助産師になりたい〉で構成さ
れた。「実習でも妊産婦を主語に考えることを身に着
けるよう努力しているので、助産師の態度と同じだと
思った」などの記述があった。
　【自分の壁に気が付く】では、〈言葉の壁だと思いこ
んだ自分の中で作った壁に気付いた〉、〈自分の固定観
念を崩すこと〉などで構成された。
　【外国人妊産婦の背景や文化を知ることができた】
では、〈外国のお産の様子が知れて良かった〉、〈日本
に暮らす外国人の背景が複雑だと思った〉などがあっ
た。
Ⅴ．考察
1 ．演習の目標に沿った評価
　受講生のおよそ半数がこれまでに外国人に実習で関
わっており、またその 7 割近くが助産学実習で関わっ
ていたことからもこの演習の意義を再認識することが
できた。
　受講生の演習での実際の様子や感想の結果をもとに、
演習の評価について、本演習の目標に基づいて記述す
る。
　「目標 1 のコミュニケーションの種類、方法につい
て工夫することの必要性を理解できる」では、まず、
演習を通じて受講生はコミュニケーションの多様性に
ついて学んでいたことがわかる。振り返りシートの結
果からも、ジェスチャーやイラストや実物など非言語
的なものの重要性、互いの表情を鏡像ととらえうるこ
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と、言葉が通じない場面では態度が重要であり、雰囲
気は更に重要であることに気付いていた。
　そして、「相手の背景や携行しているものから考え
る」という点ではパラフレーズする（言い換える）こ
と、相手の言葉から類推することで相手の理解がより
期待できること、制度・習慣によっては妊産婦の母国
にないものであることを把握するなど、文化的社会的
な配慮が必要だということに気付いていた。コミュニ
ケーションの工夫では、伝える／伝わるという意識を
もつことや、笑顔を見せること、ゆっくり話すことの
重要性を認識するようになった。そして自分の中に
あった「通じない」という固定観念や「あたりまえ」
に気づくことができていた。
　次に、「目標 2 の通訳を用いたコミュニケーション
について学ぶことができる」について演習の評価を見
ていく。医療の現場では、外国人の受診や入院の増加
からますます医療通訳の必要性が指摘されている。し
かし、その一方で日本人は日常的に通訳を介して会話
することはほとんどなく、医療の教育や現場でも通訳
を介して会話することに不慣れであり、教育での取り
組みも報告されつつある（村松2014）。今回の演習で
は通訳者を介して会話することの演習を行い、その効
果について「安心できる」「正しく伝わる」「相手の様
子が変わる」などというように受講生たちは自身の実
感を通して学んでいた。そして、「通訳者への配慮」
という視点が、対象者への配慮へつながるのだという
視線がうかがえる。また、通訳のあるなしに関わらず
「対象者と話す」という姿勢や意識が最も重要だとい
う本質的なケア提供者の気づきが見られた。
2 ．演習の評価
　ここでは、演習全般について評価をまとめる。まず、
演習の時期を評価すれば、すでに助産実習を経験し、
就職する自分もイメージできるこの時期に行うことで、
よりリアルな経験となったようである。本演習は日本
語や言葉のもつ意味の理解、パラフレーズの仕方、態
度や表情といった自らのコミュニケーションスキルに
ついて再考するとともに、非言語コミュニケーション
の重要性についても意識する機会となっていた。
　また、通訳を使う際の利点を実感しつつも、妊産婦
を中心として通訳を用いることの重要性を認識してい
た。　
　今回の演習は、「相手に伝えること」「相手を理解す
ること」、助産ケアにおいて「大切にされる関わり」
といった助産ケアの実践を行う上で重要となるコミュ
ニケーションのあり方について改めて認識する機会と
なっていた。　
　小林（2002,p89）が「外国人にやさしいということ
は、すなわち患者全体にやさしいということであり、
患者にやさしい医療機関を目指せば、その精神は自然
に外国人患者にやさしい医療機関にたどり着くはずで
ある」と指摘するように、マイノリティに注目すると
いう視点に立つことが、ケア全体、関わり全体を見直
すきっかけにもなり得るのである。この演習において
も、受講生は外国人妊産婦だけではなく、日本人妊産
婦への対応にも応用して考察をめぐらす機会となった
ようである。また、助産師としての女性中心で考える
という態度が外国人妊産婦へ関わりにも活かせること
を再認識していた。
　以上のことから、この演習が助産師の文化的能力の
育成や、国際的視野を育成するための早期体験（early 
expose）としても効果をもたらしていたと評価できる。
「国際的視野」を培うことを目標にすると、海外での
演習に目が向きがちであるが、国内においても、この
演習のように、より身近に助産師が外国人妊産婦にケ
ア実践する場を得ることができ、「国際的視野」を思
考する場があるといえる。
Ⅵ．結論にかえて
　「助産とコミュニティ」の科目での外国人模擬妊産
婦とのコミュニケーション演習では、コミュニケー
ションの種類、方法について工夫することの必要性を
理解できるだけではなく、相手に安心感を与えると
いった姿勢や態度に気付いていた。また、通訳者を介
した演習では、その意思疎通における効果とともに、
通訳者への配慮についても気づきが促されていた。全
体として、自らの助産観の再認識や、実践につながる
エンパワーが示唆される演習となった。
　助産師教育における 1 年間の教育課程のなかで、臨
床や自分が働く場での助産実践をイメージできる時期
に授業を行うことの有効性も示唆された。本学は助産
専攻科から、大学院での助産教育課程へと移行するが、
演習の組み立て方については、今後もさらに試行と検
討を繰り返し、より実践的な演習として、助産師の基
本的な必須能力の獲得につなげたい。
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